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概要 ___________________________________
MAX6575L/Hは、1線ディジタルインタフェースの

低価格、低電流温度センサです。精度は+25℃で±3℃、
+85℃で±4.5℃、±125℃で±5℃です。MAX6575L/H
は単安定、外部トリガ式の温度センサで、マイクロ

プロセッサ(µP)と単一の制御ラインで最大8個の温度
センサとインタフェースすることができます。温度は、

外部トリガパルスの立下がりエッジとそれに続くデバ

イスから出力されるパルスディレーの立下がりエッジ

の間の遅延時間を測定することによって検出されます。

同じI/Oライン上の異なるセンサ同士は、互いに異なる

タイムアウト乗数を使用することにより、信号が重なる

のを防ぎます。

MAX6575L/Hは、8つの異なるタイムアウト乗数を

備えています。これらは、各デバイスの2つの時間選択

ピン、及び“L”又は“H”バージョンの区別により選択でき

ます。“L”バージョンは50msよりも短い4つのディレー

範囲を提供します。“H”バージョンは50msよりも長い

4つのディレー範囲を提供します。MAX6575L/Hは、

省スペースの6ピンSOT23パッケージで提供されてい

ます。

アプリケーション _______________________
重要なµP及びµC温度監視

ポータブルバッテリ駆動機器

携帯電話

バッテリパック

ハードドライブ/テープドライブ

ネットワーク及びテレコム機器

医療用機器

自動車

特長 ___________________________________
◆ シンプルな1線インタフェースでµP又はµCと通信

◆ 1本のワイヤに最大8個のセンサを接続可能

◆ 精度：+25℃において±0.8℃(最大±3℃)

◆ 電源電圧：+2.7V～+5.5V

◆ 低消費電流：150µA(typ)

◆ 標準動作温度範囲：-40℃～+125℃

◆ パッケージ：小型6ピンSOT23
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PART

MAX6575LZUT -40°C to +125°C

TEMP. RANGE
PIN-

PACKAGE

6 SOT23

型番 ___________________________________

選択ガイド _____________________________

SOT 
TOP MARK

AABG

MAX6575HZUT AABH-40°C to +125°C 6 SOT23

TIMEOUT MULTIPLIERS
(µs/°K)

MAX6575L 5, 20, 40, 80

MAX6575H 160, 320, 480, 640

PART

ピン配置はデータシートの最後に記載されています。

GNDTS0

TS1

I/O

0.1mF

0.1mF VDD

MAX6575L

CHIP #1 CHIP #8
10k

+2.7V TO +5.5V

GNDTS0

TS1

I/O

0.1mF VDD

MAX6575H

mP
I/O

GND

VCC

VCC

標準動作回路 ______________________________________________________________________
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ABSOLUTE MAXIMUM RATINGS

ELECTRICAL CHARACTERISTICS
(VDD = +2.7V to +5.5V, TA = -40°C to +125°C, unless otherwise noted. Typical values are specified at TA = +25°C and VDD = +5V,
unless otherwise noted.) 

Stresses beyond those listed under “Absolute Maximum Ratings” may cause permanent damage to the device. These are stress ratings only, and functional
operation of the device at these or any other conditions beyond those indicated in the operational sections of the specifications is not implied. Exposure to
absolute maximum rating conditions for extended periods may affect device reliability.

Note 1: See Temperature Accuracy histograms in Typical Operating Characteristics.
Note 2: Guaranteed by design. Not production tested.
Note 3: Limit maximum start pulse at 1ms to avoid timing overlap.
Note 4: If no reset pulse is applied.

Terminal Voltage (with respect to GND)
VDD........................................................................-0.3V to +6V
TS1, TS0 ..................................................-0.3V to (VDD + 0.3V)
I/O..........................................................................-0.3V to +6V

Input/Output Current, All Pins...........................................±20mA

Continuous Power Dissipation (TA = +70°C)
6-Pin SOT23 (derate 7.10mW/°C above +70°C)...........571mW

Operating Temperature Range .........................-40°C to +125°C
Storage Temperature Range .............................-65°C to +150°C
Lead Temperature (soldering, 10sec) .............................+300°C

VDD = 5.5V

VDD > 2.7V, ISINK = 1.2mA

VDD > 4.5V, ISINK = 3.2mA

Figure 1

Figure 1

Figure 1

Figure 1, TA = +25°C

CONDITIONS

V2.3VIHI/O Input Voltage High

V0.8VILI/O Input Voltage Low

V
0.3

VOLI/O Output Voltage Low
0.4

2.3VIH
Time-Select Pin Logic Levels V

0.8VIL

ns500Glitch Immunity on I/O Input

ms520tREADY
Delay Time from Trigger to
Ready (Note 4)

µs2.5tSTARTStart Pulse (Note 3)

-7.5 ±1.1 +7.5

µA
150 250

IDD

V2.7 5.5VDDVDD Range

Supply Current

µs10tSETUPSetup Time

µs5TtL1-8Output Pulse Low Time

5TtD1

°C
Temperature Sensor Error
(Note 1)

-5.5 ±0.9 +5.5

-3.0 ±0.8 +3.0

-4.5 ±0.5 +4.5

-5.0 ±0.5 +5.0

UNITSMIN TYP MAXSYMBOLPARAMETER

TA = -20°C

TA = 0°C

TA = +25°C

TA = +85°C

TA = +125°C

Figure 1 ms4.6 16.0tRESETReset Pulse Width (Note 2)

VTS1 = GND, VTS0 = GND

VTS1 = GND, VTS0 = VDD 20TtD2

VTS1 = VDD, VTS0 = GND

MAX6575L,
T (temp) in °K,
Figure 1 40TtD3

Output Pulse Delay
VTS1 = VDD, VTS0 = VDD 80TtD4

VTS1 = GND, VTS0 = GND 160TtD5

VTS1 = GND, VTS0 = VDD 320TtD6

VTS1 = VDD, VTS0 = GND

MAX6575H,
T (temp) in °K,
Figure 1 480TtD7

VTS1 = VDD, VTS0 = VDD

µs

640TtD8

TA = -40°C to +85°C

TA = -40°C to +125°C 400
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+15¡C/div

+100¡C

+25¡C

THERMAL STEP RESPONSE
IN PERFLUORINATED FLUID

MAX6575L/H-04

5sec/div

MOUNTED ON 0.75 in.2
OF 2oz. COPPER

+12.5¡C/div

+100¡C

+25¡C

THERMAL STEP RESPONSE
IN STILL AIR

MAX6575L/H-05

20sec/div

MOUNTED ON 0.75 in.2
OF 2oz. COPPER

標準動作特性 ______________________________________________________________________
(VDD = +5V, TA = +25°C, unless otherwise noted.)

端子説明 __________________________________________________________________________

双方向性インタフェースピン。外部よりI/Oをローに引き下げ、デバイスが動作し始めた時点と、その後で

デバイスがI/Oをローに引き下げる時点の間の遅延時間が絶対温度( K゚)に比例します。

I/O6

時間選択ピン。TS1及びTS0をVDD又はGNDに接続することにより、遅延係数を設定します。表1を参照。
TS0, TS14, 5

無接続。このピンはGNDへ接続するか、オープンにしておいて下さい。N.C.3

グランドGND2

機　能端子 名称

正電源電圧VDD1
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詳細 ___________________________________
低価格、低電流(150µA typ)温度センサのMAX6575L/H
は、マイクロコントローラ(µC)又はマイクロプロセッサ
(µP)とのインタフェースに最適です。MAX6575L/Hは、
温度・遅延変換を利用して単一のI/OラインでµPと通信
する単安定、外部トリガ式温度センサです。時間選択

ピン(TS1、TS0)は、内部温度制御発振器(TCO)を４つ

のプリセットされたタイムアウト乗数でスケーリング

を可能にします。このため、8個の別々のセンサが同じ

I/Oラインを共有できます。同じI/Oライン上の異なる

センサは、異なるタイムアウト乗数を使用することに

よって信号の重なりを防ぎます。

MAX6575L/Hの動作

図1にMAX6575L/Hのタイミングが図示されています。

デバイスはパワーアップ時にI/Oピンの外部トリガを

待つレディ状態になります。MAX6575L/HのI/Oピンは

オープンドレイン出力構造になっているため、適正な

ロジックレベルを維持するためにプルアップ抵抗を必要

とします。I/Oピンが一度ローに引き下げられてから

解放されると、I/Oピンの制御がMAX6575L/Hに移行

します。温度変換は外部トリガパルスの立下がりエッジ

で開始されます。I/Oラインは後のある時間でローに引き

下げられますが、その時間はデバイスの温度と時間

選択ピン(TS1、TS0)によって決まります。I/Oラインは

5Tµsの間ローに留まりますが、ここでTは K゚単位の温度
です。デバイスの温度は、外部トリガパルスとその後

デバイスが発生するパルスの立下がりエッジのエッジ間

遅延によって表されます。I/Oラインをt
RESET(16msmax)

以上ローに引き下げると、デバイスをマニュアルで

リセットできます。本デバイスは、最大遅延520msの

後で自動的にリセットします。そして再びレディ状態

になってスタートパルスを待ちます。

用語の定義

t
RESET： MAX6575L/Hが外部トリガを待つレディ状態

になることを保証するためにI/Oラインをロー

に引き下げておかなければならない時間。

(520msが経過すると、リセットパルスが

なくてもレディ状態になります。)

tSETUP：スタートパルスの前にI/Oがハイでなければ

ならない時間。

tSTART： このトリガパルスの立下がりエッジで内部の

タイミングシーケンスがスタートします。

tDx： スタートパルスの立下がりエッジとCHIP#xが

発生した立下がりエッジの間の遅延時間。

tLx： I/Oパルスがローである時間(5Tµs)。

tREADY：スタートパルスの立下がりエッジの後で、

MAX6575L/Hが自分でリセットして次の外部

トリガを待つまでの時間。

摂氏の温度は次式で計算します。

T(℃)= [tDx(µs)/タイムアウト乗数(µs/ K゚)] - 273.15 K゚

GND 5GND

GND 20VDD

VDD 40GND

TIME-SELECT PINS

TS0TS1 MAX6575L

160

MAX6575H

320

480

VDD 80 640VDD

tRESET

APPLIED START
PULSE

CHIP# 1
RESPONSE

CHIP# 2
RESPONSE

CHIP# 3
RESPONSE

CHIP# 4
RESPONSE

tD1

tL1 tL2

tD2

tD3

tL3

tD4

tL4

tREADY

tSETUP

tSTART

図1.  タイミング図

表1.  時間選択ピン構成

TIMEOUT MULTIPLIERS
(µs/°K)



時間選択ピン(TS1、TS0)

表1にMAX6575L/Hの時間選択ピンの構成を示します。

各デバイスは、複数のデバイスを同じI/Oライン上で

使用した場合に重複するのを避けるために、4つのタイム

アウト乗数を選択できるようになっています。希望の

温度乗数を選択するには、TS1及びTS0をGND又はV
DD

に接続して下さい。

同じI/Oライン上のいくつかのチップを監視するには、

TS1とTS0を使用して異なるタイムアウト乗数を選択

して下さい。これにより、タイムアウト時間がスケー

リングされて、応答時間の重なりを防ぐことができます

(「タイムアウトの選択」を参照)。

アプリケーション情報 ___________________

タイムアウトの選択

極端な温度条件になると、マルチドロップ構成において

異なるセンサのタイムアウト同士が重なり合う可能性が

あります。この重なりは、2つのデバイスが記録した

温度の差が非常に大きい場合にのみ起こり得ます。

マルチドロップ構成におけるタイムアウトの重なりは、

適切なタイムアウト乗数を選ぶことによって避けること

ができます。表2に、各デバイスに最大の誤差が生じた

場合の、デバイス間の最大許容温度差を示します。許容

温度差が165℃を超えている場合には、重なりは起こり

ません。

例えば、システム内の最大温度差が80℃である場合、

タイムアウトの重なりが起こる可能性があるタイム

アウト乗数の組み合わせは、320：480µs/ K゚(70.2℃)
又は480：640µs/ K゚(37.9℃)の組み合わせだけです。
これらのタイムアウト乗数の組み合わせが同じマルチ

ドロップ構成の中で使用されていない限り、重なる

ことはありません。このため、デバイス間の最大温度差

が80℃である場合、7つのMAX6575L/Hを同じマルチ

ドロップ構成に使用することができます。同様に、最大

温度差がデバイスの全範囲165℃にわたる場合、4つの

MAX6575L/Hを使用できます。

ノイズの考慮

MAX6575L/Hのタイムアウトディレーの精度は、内部

及び外部で発生するノイズに影響されます。デバイスの

電源ピンの近くに0.1µFのセラミックバイパスコンデンサ
を配置することにより、外部ノイズの影響を最小限に

抑えることができます。内部ノイズの方はデバイスの

動作固有のもので、その詳細については表3に示して

あります。スケーリングタイムアウト乗数を長くすると、

内部平均化によってこのノイズの影響を最小限に抑える

ことができます。「Electrical Characteristics」で規定

されているデバイスの全精度にはこのノイズの影響も

含まれています。
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表2.  許容温度差(℃)

37.9

>16570.2

>165>165>165

>165>165>165153.5

>165>165>165>165132.0

>165>165>165>165>16595.5

640

>165

MAX6575H

480320

>165>165

16080

>165>165

MAX6575L

4020

>165>165

5
TIMEOUT

MULTIPLIER

5

20

40

80

160

320

480

640

表3.  標準ピークノイズ振幅

6404803201608040205

Noise
Amplitude

(°C)
±0.037±0.043±0.063±0.091±0.098±0.15±0.15±0.33

Timeout
Multiplier

MAX6575HMAX6575LPARAMETER
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複数のデバイスとマイクロコントローラの

インタフェース

図2に、複数のMAX6575L/Hを8051マイクロコント

ローラとインタフェースする方法を示します。重なりを

避けるため、第1のデバイスT1はタイムアウト乗数が

40µs/ K゚、第2のデバイスT2はタイムアウト乗数が
80µs/ K゚に設定されています。マイクロコントローラは、
単一のポートピンP3.7を通じて両方のセンサT1及び

T2から温度の値を読取ります。マイクロコントローラは、

摂氏温度の5倍をバイナリでポート1に表示します。

ポート3.5のプルアップ抵抗に接続されたスイッチに

より、どの温度を表示するかが選択されます(オープン=

T1、クローズ=T2)。リスト1に、このアプリケーション

用のコードが記載されています。

6 _______________________________________________________________________________________

GND

TS0

TS1 I/O I/O

0.1mF
VDD VDD

MAX6575L MAX6575L

+2.7V TO +5.5V +2.7V TO +5.5V

GND
X2

X1

P3.7

P3.5

10k
OPEN: T1

CLOSED: T2

470W (8)

VCC

VCC

10k
P1.1

P1.2

P1.3

P1.4

P1.5

P1.6

P1.7

8051

12MHz

22pF

22pF

GND

T2T1 TS0
80ms/°K40ms/°K

TS1

0.1mF

P1.0

図2.  複数のデバイスとマイクロコントローラのインタフェース

SOT温度センサ

マルチドロップ1線ディジタルインタフェース付
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リスト1.  8051のコード例(続き)
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リスト1.  8051のコード例(続き)
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リスト1.  8051のコード例(続き)

チップ情報 _____________________________
TRANSISTOR COUNT: 302

ピン配置 _______________________________

GND

TS0N.C.

1 6 I/O

5 TS1

VDD

MAX6575L
MAX6575H

SOT23-6

TOP VIEW

2

3 4
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パッケージ ________________________________________________________________________
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NOTES
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マキシム社では全体がマキシム社製品で実現されている回路以外の回路の使用については責任を持ちません。回路特許ライセンスは明言されていません。

マキシム社は随時予告なしに回路及び仕様を変更する権利を保留します。

12 ____________________Maxim Integrated Products, 120 San Gabriel Drive, Sunnyvale, CA  94086 408-737-7600
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